
古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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　春の訪れを告げる「アマメハギ」

広 報 の と
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立春の前夜、サイケ（手桶）と包丁を手にした鬼たちが厄払いをしながら家々をまわ
る国指定重要無形民俗文化財「アマメハギ」。アマメとは、長く囲炉裏にあたると

脛
すね

にできるウロコ状の「火だこ」のこと。怠け者の印であるアマメを削ぎ、農耕時期を
控えた人々の心を戒

いまし

め、豊作や家内安全を祈願する。鬼は「あまめー！」と威勢よく声
を張り上げ、親のいうことを聞かない子どもはいないかと脅して回る。鬼があがりこん
だ家では勤勉勤労を誓い、小銭や菓子を手渡して退散してもらう。秋田県のナマハゲや、
輪島市にも同様の風習が伝えられているが、節分の夜に行うのは能登町だけである。こ
の夜だけは鬼に扮した地元の小中学生たちが神の使いとなる。秋吉、河ヶ谷、清真地区
で受け継がれている、素朴で貴重な伝統行事である。
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合
併
す
る
前･･･

合
併
し
た
後･･･

で
進
む
ま
ち
づ
く
り

併合 能
登
町
誕
生
１
周
年

〜
こ
う
使
わ
れ
て
い
ま
す
合
併
特
例
債
〜

合

未来のための合併として
能登町が産声を上げてか
ら１年が過ぎました。
もう住所を書き間違える
こともなく、身も心も「能
登町民」であることを実
感する今日このごろ。
合併の「アメ」と呼ばれ
た合併特例債はどのよう
に使われているのか？
まちづくりはどのように
進められているのか？
１年目の合併効果を探り
ます。

合
併
特
例
債
と
は
、
合
併
市
町
村
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め

市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
や
地
域
振
興
の
た

め
の
基
金
の
積
立
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
合
併
後
10
カ

年
度
に
限
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の

こ
と
で
す
。
事
業
費
の
95
％
を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
利
償
還

金
の
70
％
は
地
方
交
付
税
と
し
て
後
年
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

能
登
町
の
場
合
は
約
１
１
９
・
５
億
円
が
限
度
額
と
し
て
認
め
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
合
併
特
例
債
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

合併特例債を活用し建設される第 2多目的交流センター
4月のオープンに向け工事が進められている

第２多目的交流センター
建設費に特例債 2億 2,300
万円

　

藤
ノ
瀬
地
区
に
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
第
2
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
利
用
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
能
登
三
郷
斎
場
に
増
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
雪
の
た
め
工
期
が
延
長

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
４
月
の
オ
ー

プ
ン
に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
完
成
す
る
と
、
２
つ
の
ホ
ー

ル
が
同
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
利
用
希
望
日
が
重
な
っ
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

松波小学校大規模改造第
２期工事に、6,160万円

住みよいまちづくりのた
めの「みちづくり」にも
合併特例債

　

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
み

ち
」。
こ
の
み
ち
づ
く
り
に
も
合
併

特
例
債
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
次
の

事
業
に
充
当
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

農
免
農
道
整
備
事
業
（
天
坂
２
期

地
区
）、
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

事
業
（
能
都
内
浦
地
区
）、
ふ
る
さ

と
農
道
整
備
事
業
（
羽
生
地
区
）、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
宇
出
津
地

区
）、ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
宇

出
津
地
区
）。

　

松
波
小
学
校
の
大
規
模
改
造
第
2

期
工
事
は
、
体
育
館
の
耐
震
工
事
や

内
外
装
の
改
修
、
放
送
照
明
設
備
な

ど
の
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。
第
１

期
の
校
舎
の
工
事
と
あ
わ
せ
、
学
校

全
体
の
耐
震
工
事
が
終
了
し
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
工
事
中
、
他
の
体
育

館
で
授
業
を
す
る
な
ど
し
て
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
安
全
で

き
れ
い
に
な
っ
た
体
育
館
で
、
元
気

に
運
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

総
額
１
１
９
・
５
億
円
の

合
併
特
例
債
の
う
ち
、
平
成

17
年
度
に
は
約
５
億
８
０
０

万
円
が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
こ
の
合

併
特
例
債
を
う
ま
く
使
い
な

が
ら
、
魅
力
と
活
力
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

安全になり、きれいになった体育館で
元気よく体を動かす児童

完成予想図



45

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
〜
内
浦
地
区
に
待
望
の
有
線
テ
レ
ビ
〜

広

有
線
テ
レ
ビ
に
は
、
テ
レ
ビ
放
送
と
防
災
行
政
告
知
シ
ス
テ
ム

の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
光
ケ

ー
ブ
ル
や
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
用
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
テ

レ
ビ
放
送
は
、
県
内
ロ
ー
カ
ル
放
送
な
ど
の
再
送
信
の
ほ
か
、
町
が
制
作

す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
地
域
の
情
報
や
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
告
知
シ
ス
テ
ム
で
は
、
防
災
に
関
す
る
情
報
や
域
内

電
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
能
登
町
に
お
い
て
は
、
柳
田

地
区
は
昭
和
59
年
か
ら
、
能
都
地
区
は
平
成
９
年
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
内
浦
地
区
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
や
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
な
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
公
益
信
託  

能
登

町
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
」
は
、
新
た
な
特
産
品
開
発
や

自
然
環
境
保
護
、
ま
ち
の
活
性
化
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
、
そ
の
企
画
内
容
に
応
じ
て
助
成
さ
れ
ま
す
。
旧
能

都
町
で
始
ま
っ
て
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
過
去
に
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
「
春
蘭
の
里
（
宮
地
・
鮭
尾
地
区
）」
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
「
マ

ル
ガ
ー
ジ
ェ
ラ
ー
ト
（
瑞
穂
）」
な
ど
が
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
６
団
体
に
合
計
２
３
９
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

の
2
団
体
に
活
動
内
容
や
能
登
町
へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

小
木
・
市
之
瀬
・
越
坂
地
区
で
は
、

平
成
18
年
4
月
1
日
の
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
向
け
有
線
テ
レ
ビ
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
浦
地
区
全
域
で
の
早
期
整
備
が

望
ま
れ
ま
す
が
、
整
備
に
は
多
額
の

事
業
費
を
要
し
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
を
か
ん
が
み
て
、
町
で
は
国
の
補

助
事
業
と
し
て
の
採
択
を
要
望
し
ま

し
た
。
多
く
の
市
町
村
が
手
を
あ
げ

る
な
か
で
、
能
登
町
は
『
合
併
に
よ

合併で優先された国の
補助金

各家庭の軒下に有線テレビの保安器
（右）が設置される

谷坊美明 Yoshiaki  Tanibou

（たにぼう　よしあき）
YAMABIKO柳星乱舞隊代表。製網会社を経
営する上町在住の 45 歳。ステージでは口上
（こうじょう）で会場と踊り子を盛り上げる。
仲間からは「あおり侍」と呼ばれている。

小箱政治 Masaji Kobako

（こばこ　まさじ）
能登特用林産研究会（とくりん研）会長。
農業や炭焼きを営む当目在住の 69 歳。旧柳
田村の有志と 2000 年からキノコの栽培活
動に取り組む。

　

わ
た
し
た
ち
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

柳
星
乱
舞
隊
は
、
昨
年
「
独
自
の
楽

曲
・
踊
り
を
研
究
し
、
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
創
出
に
挑
戦
す
る
企
画
づ
く

り
」
と
い
う
活
動
に
対
し
助
成
を
受

け
ま
し
た
。
新
町
発
足
の
年
と
い
う

こ
と
で
、「
能
登
町
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
楽
曲
・
振
付

け
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
楽

曲
は
能
登
の
青
い
海
と
空
を
歌
っ
た

「
能
登
半
島
」、振
付
け
は
秋
田
の「
わ

ら
び
座
」
に
依
頼
し
「
の
」「
と
」

の
文
字
を
折
り
込
ん
だ
独
創
性
の
あ

る
踊
り
が
完
成
し
ま
し
た
。
演
舞
活

動
は
、
地
元
は
も
と
よ
り
12
市
町
25

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、中
で
も「
明

治
神
宮
奉
納  

原
宿
ス
ー
パ
ー
よ
さ

こ
い
」
で
は
、
か
つ
て
な
い
大
観
客

の
中
で
演
舞
し
、
全
国
21
局
ネ
ッ
ト

の
特
集
で
も
放
送
さ
れ
、
能
登
町
の

Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。今
後
も
全
国
へ
能
登
を
発
信
し
、

い
つ
か
は
能
登
の
祭
り
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

り
新
た
に
地
域
間
の
格
差
が
生
じ
た

場
合
は
優
先
的
に
判
断
す
る
』
と
の

採
択
項
目
に
合
致
し
た
こ
と
や
、
町

長
は
じ
め
議
会
の
熱
心
な
取
り
組
み

が
功
を
奏
し
、
今
回
の
事
業
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
り
生
じ
た
情
報
格
差
を

解
消
す
る
た
め
に
、
小
木
地
区
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
内
浦
地
区
の
整
備

は
、
平
成
18
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

施設整備への支援※を加え
平成18年度申請受付中！

　中立的な立場で、住民主体のまち
づくり活動をソフト面から支援する
公益信託能登町エンデバーファンド
21。平成 18 年度より地域振興、観光
振興などのための施設整備支援を新
たに加え、助成総額は 1,000 万円に
なりました。

〈助成を受けるまでの手続き〉
◆「助成申請書」の提出
　助成を希望される方は、「助成事
業申請書」に必要事項を記入のうえ、
興能信用金庫本店か町内各支店へ提
出してください。
◆申請書配布場所
　興能信用金庫　本店営業部
　　　　　　　　町内各支店
　役場　企画財政課、
　　　　内浦・柳田各総合サービス課
◆受付期間
　3 月 31 日（金）まで
◆助成の決定と通知
　助成希望者は、申請内容を運営委
員会（審査会）で説明します。運営
委員会で審議の結果出された答申に
基づいて助成先と助成金額を決定し、
後日文書で申請者に通知します。
　審査の状況は原則公開されます。
◆審査基準
①まちづくり活動に対する熱意があ
　り、その活動を発展させるために
　助成の効果が高いこと
②活動の実現性が高いこと
③新しい視点からのまちづくり活動
　の提案がみられること
④地域を住みよい環境にしていくた
　めに意義のある活動であること
◆助成金の交付
　助成が決定した場合は、３週間程
度で指定口座に振り込まれます。
◆活動結果の報告
　助成金による活動成果は、「助成金
報告書」を提出してもらうとともに
次年度運営委員会で報告してもらい
ます。

助成申請書の記入の仕方がわからない
ときなどは、お気軽にご連絡ください。
◆問い合わせ
　興能信用金庫本店営業部信託係
　　　　　　　　　　☎ 62-1122
　企画財政課企画係　☎ 62-8503
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と
く
り
ん
研
は
能
登
の
里
山
を
い

か
し
た
キ
ノ
コ
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
、
以
前
に
視
察
に
行

っ
た
山
形
県
の
矢
萩
さ
ん
か
ら
マ
イ

タ
ケ
菌
２
３
０
０
ブ
ロ
ッ
ク
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
県
林
業
試
験
場
に

培
養
を
頼
ん
だ
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
と
と

も
に
山
に
埋
め
込
み
ま
し
た
。
そ
の

際
、
助
成
金
で
購
入
し
た
木
製
チ
ッ

プ
を
作
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
活
用
し

て
、効
率
よ
く
作
業
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
で
は
マ
イ
タ
ケ
が
予
想

以
上
に
豊
作
と
な
り
、
味
や
香
り
も

す
ば
ら
し
い
こ
と
を
立
証
で
き
ま
し

た
。
販
売
方
法
や
菌
の
培
養
な
ど
課

題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
研

究
を
重
ね
て
露
地
栽
培
の
利
点
を
い

か
し
た
効
率
的
な
栽
培
方
法
を
確
立

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
は
不
作

で
し
た
が
、
今
年
は
期
待
し
て
い
ま

す
。
キ
ノ
コ
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
並

ぶ
能
登
町
の
特
産
品
と
な
る
よ
う
仲

間
と
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

※
施
設
整
備
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
例
①
【
伝
統
文
化
継
承
・
歴
史
的
施
設
の
保
全
】
伝
統
文
化
継
承
の
た
め
の
資
料
館
な
ど
の
整
備
や
地
域
の
伝
統
的
な
町
家
、
歴
史
的
建
築
物
の
保
全
・
改
修
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
②
【
観
光
振
興
】
観
光
振
興
の
た
め
の
案
内
板
の
設
置
な
ど

能登町の特産品をめざし
今後も研究を重ねる

よさこいを通じて地域の
活性化と能登町のＰＲを

づ
く
り
活
動
を
支
援

ちま
〜
公
益
信
託
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
〜

ま
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白
丸
保
育
所　

男
3
人
・
女
3
人　

計
6
人

瑞
穂
保
育
所　

男
1
人
・
女
2
人　

計
3
人

高倉保育所　男 4人・女 5人　計 9人

神野保育所　男 2人・女 1人　計 3人

ひばり保育所　男 8人・女 7人　計 15 人

柳田保育所　男 6人・女 9人　計 15 人

鵜川保育所　男 8人・女 8人　計 16 人

     勉強
遊び
  友だち
         先生
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上町保育所　男 5人・女 7人　計 12 人

松波保育園　男 10人・女 6人　計 16 人

小木保育園　男 9人・女 9人　計 18 人

しらさぎ保育所　
男 12人・女 16 人　計 28 人

内浦保育所　
男 4人・女 7人　計 11 人

※個人情報保護のため、園児の名前は記載してありません。

一
年
生
に
な
っ
た
ら･･･
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平成
17 年度

能登町スポーツ表彰式

平成
18
年

2月
22
日

谷
内　
　

萌
（
現
・
能
都
中
学
校
） 

　

第
６
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

イ
ン
ド
ア
大
会　

優
勝

佐
々
木
真
子
（
現
・
能
都
中
学
校
）

　

第
６
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

イ
ン
ド
ア
大
会　

準
優
勝

寺
越
由
紀
子
（
現
・
能
都
中
学
校
） 

　

第
６
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

イ
ン
ド
ア
大
会　

準
優
勝

野
口　

茉
衣
（
能
都
中
学
校
）

　

第
24
回
石
川
県
中
学
校
選
抜

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

紅
屋　

来
美
（
能
都
中
学
校
）

　

第
24
回
石
川
県
中
学
校
選
抜

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

岡
橋　

彩
花
（
能
都
中
学
校
）

　

石
川
県
中
学
校
体
育
大
会

　

第
55
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

藤
本　

優
香
（
能
都
中
学
校
）

　

第
26
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

田
中　

千
晶
（
能
都
中
学
校
）

　

第
26
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

堂
野　

真
澄
（
能
都
中
学
校
）

　

第
57
回
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
【
男
子
共
通
走
幅
跳
】　

優
勝

堂
野　

博
樹
（
能
都
中
学
校
）

　

第
51
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

　

石
川
県
大
会
【
男
子
共
通
400
ｍ
】　

優
勝

室
峰　
　

歩
（
松
波
中
学
校
）

　

第
57
回
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
【
女
子
砲
丸
投
】　

優
勝

佐
小
田
成
人
（
柳
田
中
学
校
）

　

第
57
回
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
【
男
子
共
通
棒
高
跳
】　

優
勝

池
崎
千
佳
子
（
柳
田
中
学
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
石
川

　

県
予
選
会
【
女
子
共
通
棒
高
跳
】　

優
勝

佐
小
田
孝
一
（
珠
洲
実
業
高
校
）

　

第
58
回
石
川
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

　

校
選
手
権
大
会
【
男
子
棒
高
跳
】　

優
勝

浜
野　

洋
平
（
能
都
北
辰
高
校
）

　

第
45
回
石
川
県
高
校
相
撲

　

田
鶴
浜
大
会　

優
勝

田
中　
　

舞
（
能
登
青
翔
高
校
）

　

平
成
17
年
度
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技　

優
勝

池
田　

浩
太
（
能
登
青
翔
高
校
）

　

第
21
回
北
信
越
室
内
大
会

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技　

優
勝

菊
田　

泰
子
（
飯
田
高
校
）

　

第
33
回
北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ

　

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会 

準
優
勝

谷
上　
　

蛍
（
飯
田
高
校
）

　

第
33
回
北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ

　

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会　

優
勝

夏
畑　
　

葵
（
飯
田
高
校
）

　

第
47
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

　

技
大
会
【
女
子
砲
丸
投
】　

優
勝

久
山　
　

毅（
金
沢
市
立
工
業
高
校
）

　

第
56
回
石
川
県
高
等
学
校
相
撲

　

新
人
大
会　

優
勝

竹
内　

志
津
（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
）

　

第
17
回
関
西
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

優
勝

谷
内　

琢
哉
（
富
山
大
学
）

　

第
100
回
北
信
越
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

準
優
勝

菊
田　

克
己
（
能
登
町
Ｗ
Ｌ
協
会
） 

　

第
10
回
北
信
越
社
会
人
大
会
ウ
エ
イ
ト

　

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会 

優
勝

干
場　

大
輔
（
能
登
町
Ｗ
Ｌ
協
会
）

　

第
10
回
北
信
越
社
会
人
大
会
ウ
エ
イ
ト

　

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会 

優
勝

小
松　

昌
伸
（
能
登
町
空
手
道
協
会
）

　

第
３
回
北
信
越
空
手
道
選
手
権
大
会 

　

優
勝

矢
形　
　

優
（
能
都
北
辰
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

陸
上
競
技
や
り
投　

5
位

寺
下　

隆
浩
（
東
洋
大
学
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

相
撲
競
技
出
場

寺
下　

祐
樹（
金
沢
市
立
工
業
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

相
撲
競
技
出
場

坂
下　

昭
徳
（
能
登
町
相
撲
連
盟
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

相
撲
競
技
出
場

紅
屋　

春
美
（
金
沢
学
院
東
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
出
場

矢
波　

千
早
（
能
都
北
辰
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
出
場

畠
中　

歩
美
（
能
都
北
辰
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
出
場

大
向　

真
人
（
能
都
北
辰
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
出
場

森
田　

裕
庫
（
能
登
町
Ｗ
Ｌ
協
会
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
ウ
エ

　

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
出
場

吉
岡　

翔
太
（
日
本
体
育
大
学
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
出
場

久
田　

大
輝
（
金
沢
高
校
）

　

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
出
場

田
代　

港
輝
（
金
沢
高
校
）

　

平
成
17
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体

　

育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技 

優
勝

松
岡　

憲
秀
（
金
沢
高
校
）

　

平
成
17
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体

　

育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技 

優
勝

水
元　
　

綾
（
津
幡
高
校
）

　

平
成
17
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体

　

育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技 

優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞（
団
体
）

小
木
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
（
小
木
小
学
校
17
人
）

　

第
14
回
北
陸
電
力
ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

優
勝

小
木
ク
ラ
ブ（
小
木
小
学
校
14
人
）

　

第
２
回
北
國
新
聞
杯
石
川
県
少
年
少
女

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　

優
勝 

九
十
九
ク
ラ
ブ（
小
木
小
学
校
12
人
）

　

第
２
回
北
國
新
聞
杯
石
川
県
少
年
少
女

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　

優
勝

鵜
川
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
26
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

能
都
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
18
回
北
信
越
中
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

　

石
川
県
中
学
校
体
育
大
会

　

第
55
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

能
都
北
辰
高
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

　

石
川
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

優
勝

能
登
青
翔
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

石
川
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技　

優
勝

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
女
子

　

第
57
回
石
川
県
民
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

能
登
町
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会

　

第
10
回
北
信
越
社
会
人
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ

　

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会　

準
優
勝

橋
本　

麻
衣
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
22
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

準
優
勝

中
野　
　

綾
（
真
脇
小
学
校
）

　

第
22
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

準
優
勝

河
村　

奈
々
（
宇
出
津
小
学
校
）

　

第
22
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

準
優
勝

川
原
智
恵
子
（
日
本
体
育
大
学
）

　

第
59
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
大
学
対

　

抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

準
優
勝 

仙
福　

剛
悠
（
高
田
商
業
高
校
）

　

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞（
個
人
）

大
屋　

健
一
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
５
回
石
川
県
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会　

優
勝

清
水　

寛
生
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
５
回
石
川
県
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会　

優
勝

橋
本　
　

遥
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
８
回
石
川
県
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

中
田
依
緒
里
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
８
回
石
川
県
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

石
田　

元
基
（
柳
田
小
学
校
）

　

第
２
回
石
川
県
小
学
生

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会　

優
勝

宮
本　

晃
介
（
柳
田
小
学
校
）

　

第
２
回
石
川
県
小
学
生

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会　

優
勝

二
田
早
智
子
（
現
・
能
都
中
学
校
）

　

第
６
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

イ
ン
ド
ア
大
会　

優
勝

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
） 

 
 

 

菊
田　

裕
子
（
早
稲
田
大
学
）

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　

世
界
選
手
権
大
会 

15
位

佐
々
木
美
和
（
宇
出
津
小
学
校
） 

　

第
４
回
全
国
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

山
瀬　

侑
希
（
宇
出
津
小
学
校
） 

　

第
４
回
全
国
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

優
勝

寺
下　

洸
平
（
鵜
川
小
学
校
）

　

第
４
回
全
国
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

濵
高　

彰
仁
（
鵜
川
小
学
校
）

　

第
４
回
全
国
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

西　

な
つ
み
（
柳
田
中
学
校
）

　

第
36
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

陸
上
競
技
大
会
【
１
０
０
ｍ
Ｈ
】　

優
勝

釣
谷　

祐
太
（
鵜
川
中
学
校
）

　

第
16
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
校

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

善
野　

功
太
（
鵜
川
中
学
校
）

　

第
16
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
校

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

谷
内　

智
裕
（
鵜
川
中
学
校
）

　

第
16
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
校

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

寺
下　

将
司
（
鵜
川
中
学
校
）

　

第
16
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
校

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

準
優
勝

新
平　

浩
之
（
明
治
大
学
）

　

第
38
回
全
日
本
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ

　

ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会　

優
勝

木
村　

優
里
（
瑞
穂
小
学
校
）

　

第
22
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

選
手
権
大
会　

準
優
勝

スポーツ賞（個人）・スポーツ奨励賞（個人）受賞者のみなさん

スポーツ奨励賞（団体）受賞者のみなさん
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■受入日　

　      月曜日～土曜日

　     午前８時 30 分～午後 5時　　　 
※直接搬入（有料）については事前申込が必要

■住　所　 上町タ字７番地

■問い合わせ    ☎ 62-8222

                             ℻ 62-8223

■ホームページ

　 http://www.yanagida.ne.jp/okunotoclean/

　

み
ん
な
カ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ち
ゃ
ん

と
中
を
水
で
ゆ
す
い
で
か
ら
出
し
て
る
？
こ

れ
ら
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
の
せ
て
最
終
的

に
は
、
人
の
手
と
目
に
よ
っ
て
不
純
物
を
取

り
除
い
て
い
る
ん
だ
よ
。「
１
個
ぐ
ら
い
混

ぜ
て
も
平
気
だ
ろ
う
」
っ
て
違
う
も
の
を
入

れ
て
ご
み
に
出
す
と
、
町
全
体
の
ご
み
を
集

め
た
と
き
に
は
大
変
な
量
に
な
る
ん
だ
。

　

そ
う
そ
う
、
み
ん
な
キ
ャ
ッ
プ
も
ち
ゃ
ん

と
は
ず
し
て
る
？
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
け
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
キ
ャ

ッ
プ
は
燃
え
る
ご
み
。
ビ
ン
の
フ
タ
も
埋
立

ご
み
の
も
の
が
多
い
よ
ね
。
カ
ン
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
機
械
で
圧
縮
す
る
か
ら
フ
タ
が
つ

い
た
ま
ま
じ
ゃ
、
破
裂
し
た
り
し
て
上
手
く

処
理
で
き
な
い
ん
だ
よ
。
忘
れ
ず
に
は
ず
そ

う
ね
！

  奥能登クリーン組合事務局長　　  
　　　　　　高　雅彦 さん
Qこの施設のいいところは？
　環境にやさしい施設だということですね。
クリーンセンターは『蔵』をイメージして
造られているんですよ。ここはごみが資源
へと生まれ変わる施設です。つまり、大切
な宝物を入れる『蔵』という気持ちを込め
て造られたものなんです。しっかりと分別
したものは、きれいにリサイクルできます。施設内を見学することも
できますので、この施設のいいところをより多くの方々に理解してい
ただければと思います。

　

今
回
は
平
成
15
年
３
月
に
完
成
し
、
ボ
ク

た
ち
の
町
か
ら
出
る
ご
み
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
る
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

す
る
よ
！

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

こ
こ
は
、
み
ん
な
の
家
か
ら
分
別
さ
れ
て

収
集
さ
れ
た
カ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
、

新
聞
紙
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
施

設
な
ん
だ
よ
。
ビ
ン
や
新
聞
紙
は
み
ん
な
の

家
で
分
別
さ
れ
た
状
態
の
ま
ま
、
大
き
な

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
し
ば
ら
く
保
管
す
る
ん

だ
。
ビ
ン
に
金
属
の
フ
タ
が
つ
い
た
ま
ま
だ

っ
た
り
、
新
聞
紙
に
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
る
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
き
の
価
値
が
下
が
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
っ
て
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
み
ん
な
の

家
の
分
別
が
ス
タ
ー
ト
な
ん
だ
ね
！

ガ
ー
コ
（
♂
）

「
ク
リ
ー
ン 

セ
ン
タ
ー
」

 

っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　　

こ
こ
は
一
般
可
燃
ご
み

を
燃
や
さ
ず
に
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と

い
う
固
形
燃
料
に
す
る
施

設
な
ん
だ
！
集
め
ら
れ
た

ご
み
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

に
の
せ
て
色
ん
な
処
理
を

さ
れ
る
ん
だ
け
ど
、
衣
類

や
ひ
も
な
ど
が
分
別
さ
れ
ず
に
入
っ
て
い
る

と
、
機
械
に
絡
ま
っ
て
止
ま
っ
た
り
故
障
し

た
り
す
る
ん
だ
っ
て
。
だ
か
ら
「
布
ひ
も
類
」

だ
け
は
、
前
処
理
を
し
て
か
ら
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
に
の
せ
る
ん
だ
よ
。

　

そ
の
あ
と
他
の
ご
み
と
一
緒
に
さ
ら
に
細

か
く
砕
い
て
か
ら
、
４
５
０
度
の
熱
風
で
乾

燥
す
る
ん
だ
。
最
後
に
不
純
物
を
取
り
除
い

て
機
械
で
圧
縮
す
る
と
、
ち
ょ
っ
と
太
め
の

チ
ョ
ー
ク
み
た
い
な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
完
成
！
で
き

あ
が
っ
た
Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
、
志
賀
町
に
あ
る
石
川

北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
て
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
出
な
い
よ
う
に
高
温
で
焼
却
さ

れ
る
よ
。
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
た
り
、

灰
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
な
ど
の
材
料
に
な

る
ん
だ
っ
て
。
ご
み
が
色
ん
な
資
源
に
変
身

す
る
ん
だ
ね
！

ボクの欲しい本
ないかなぁ～

機械を止める
一番の原因は
ストッキング
なんだって！ ご

み
固
形
燃
料
化
施
設

管
理
棟

　

こ
の
管
理
棟
で
は
、
ま
だ
ま
だ
使
え
そ
う

な
自
転
車
や
タ
ン
ス
、
ス
キ
ー
板
な
ど
を
販

売
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
い
た
り
、

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
ハ
ガ
キ
を
作
る
リ
サ
イ
ク

ル
工
作
が
体
験
で
き
る
ん
だ
！
ほ
か
に
も
ガ

ラ
ス
に
好
き
な
絵
や
模
様
を
つ
け
る
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
や
、
ガ
ラ
ス
を
溶
か
し
て
ペ
ン
ダ

ン
ト
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
る
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー

ク
も
で
き
る
ん
だ
っ
て
。
み
ん
な
も
一
度
体

験
し
て
み
た
ら
？

　

こ
こ
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
室
も
あ
っ

て
、
い
ら
な
く
な
っ
た
古
本
を
保
管
し
た
り

自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
。
小

説
や
辞
書
な
ど
も
あ
っ
て
、
好
き
な
本
が
あ

れ
ば
ゆ
ず
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。

ココ
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   2月豊漁と海の安全を祈願する「起舟」

能登の未来のための「みちづくり」を考える

起舟は、旧暦の正月にあたる 2 月
11 日に行われます。起舟は舟の

仕事始めを意味し、昔は正月前後に休
漁し、浜に引き揚げうつぶせにしてい
た舟を起こして漁に出ていたことが語
源といわれています。
　七見地区の中田さん宅では、乗組
員や親戚、地域の人たちが集まり、

「能登」の「奥」から考える
「みちづくりフォーラム」

が 2月 4 日に空港交流センター
で行われ、奥能登各市町から約
1,500 人が集まりました。
　このフォーラムは、今後の奥
能登の発展を願い、地域住民が
一丸となって「地方の声」を中
央に発信することなどを目的に
開催されました。
　来賓には国会議員や県議会議
員、国土交通省道路局の室長な

どが招かれ、北村茂男衆議院議員は「奥能登地域の道路に対する強い想いを中央に届け、よりよい
みちづくりにつなげていきましょう」と挨拶しました。また、基調講演では㈱加賀屋代表取締役会
長の小田禎彦さんが「みちと観光交流」と題して講演を行
いました。このあと行われたパネルディスカッションでは、
奥能登各地でまちづくりに活躍している 4人がパネリスト
として登場し、未来に向けてのみちづくりなどのテーマに
ついて議論しました。能都町商工会会長として参加した数
馬嘉雄さんは、「能登町は合併して地域の連携が大切な時期。
主要道路の整備をお願いしたい」と道路整備を訴えました。

▲大漁旗を掲げる漁船。宇出津港では、明治の終わりまで起舟の日に
　「舟

ふなくら

競べ」と呼ばれる伝統行事があったそうです

金
こん ぴ ら さ ま

比羅様が祭られている神棚にむかって神事が行われま
した。神事で今年 1年の豊漁と安全を祈願した後は、新
鮮な鱈やアンコウなどの料理が振る舞われます。
　またこの日は、漁船に大漁旗を掲げます。各地の港で
は色とりどりの大漁旗が掲げられ、港町らしい風情が感
じられました。

142006.3  № 13  15
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旭日単光章を伝達大人になるということ

永年にわたり議会議員を務め、地方自治に貢献した
故・松波要作さん（宇出津・享年 80 歳）と松井

政雄さん（上長尾・88 歳）の二人が「旭日単光章」を
受章し、2月 6日に能都庁舎で伝達式が行われました。
　持木町長から勲記と勲章が手渡されたあと、16 年
11 カ月在職したご主人の代理として、息子の高瀬 亨さ
んと共に出席した松波初枝さんは「仏前にこのたびの
喜びを伝えました」と話していました。また、3期 12
年在職された松井さんは「予想もしていなかったので
驚きましたが、光栄に思います」と在職当時を振り返
りながら受章の喜びを語っていました。

▲

伝
達
式
に
出
席
し
た
松
波
さ
ん
（
左
）
と

　

松
井
さ
ん
（
右
）

志を立て、自分が望む未来に向かって努力すること
を誓う「立志の集い」が 2月 7日、能都庁舎で行

われ町内の中学 2年生２０５人が出席しました。生徒
を代表して西山卓哉くん（能都中学校）が「自分の甘
えを捨て、ひとりの人間として成長していきたい」と
力強く宣言しました。式典後には「エイズ時代に生きる」
をテーマに記念講演会が開かれました。講師の立中由
加里さんは思春期時代の大切さなどについて話し「自
分自身の心をコントロールする重要さと、本物の愛に
は責任という意味があることを忘れないで欲しい」と
集まった生徒たちにメッセージを送りました。

▲

み
ん
な
の
想
い
を
受
け
て
誓
い
の
言
葉
を

　

述
べ
た
西
山
く
ん

自分の命は自分で守る！ 　　 春からは自衛官として

自衛隊入隊予定者激励会が、2月 15 日に役場能都
庁舎で行われ、5人の入隊予定者が激励を受けま

した。持木町長が「国を守る、国民を守るという立場
でがんばってください」と激励し、入隊者代表の少

しょうきつ

橘
さんは「国民の安全を守る自衛官の一員として立派に
活躍できるよう努力します」と決意を述べました。
　この春、能登町から自衛隊へ入隊を予定しているの
は、少橘拓也さん（布浦）、前田一孝さん（柳田）、紺
谷亮太さん（宇出津）、水元清也さん（崎山）、松谷知
美さん（五郎左エ門分）の 5人で、すべて陸上自衛隊
に入隊予定となっています。

高齢者無事故運動の表彰式が 1月 31 日に能登警察
署で行われました。町内 35 の老人クラブ 1,662

人全員が昨年 4月から 10 月までの 7カ月間にわたり
無事故を達成し、能都地区、柳田地区、内浦地区の代
表が野竹能登警察署長から「無事故達成の証」を受け
取りました。野竹署長は、「交通事故に遭わない、起こ
さないよう老人クラブでの気運を高めてください」と
挨拶しました。
　また 2月 7日には、町や交通安全機関、高齢者団体
が連携して事故防止に取り組む「能登町高齢者交通安
全事故防止連絡会」が組織されました。

▲

全
老
人
ク
ラ
ブ
が
達
成
し
た
無
事
故
運
動
。

　

こ
れ
か
ら
も
無
事
故
を
続
け
て
く
だ
さ
い

▲

自
衛
隊
父
兄
会
長
の
出
島
健
二
さ
ん
か
ら
激

　

励
を
受
け
る
入
隊
予
定
者

▲新鮮な鱈鍋やアンコウ鍋は網元ならではのもてなしです
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０
０
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０
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内
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総
合
サ
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ビ
ス
課
☎
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－

２
５
０
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町
民
課　
　
　
　
　 

☎
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－

２
５
０
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長
寿
介
護
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☎
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２
５
０
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健
康
福
祉
課　
　

  

☎
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－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈
申
込
受
付
〉
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
定
員
１
０
０
人
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６

－

２
６
７

－

６
１
５
７

不
登
校 

ひ
き
こ
も
り 

ニ
ー
ト
問
題  

解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

　　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
、

支
援
情
報
な
ど
が
欲
し
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
３
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

〈
場
所
〉
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

〈
内
容
〉

◆
講
演
会　

午
後
１
時
30
分
〜

　

講
師

：

森　

要
作
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ン

　

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
・
若
年
者
就
労
支
援
事

　

業
実
施
機
関
代
表
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
家
族
座
談
会　

午
後
３
時
〜

〈
問
い
合
わ
せ
〉
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

☎
０
７
６
８

－
22

－

２
０
１
１

  

募　

集

能
登
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す　
　

　

奨
学
金
貸
与
を
受
け
る
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

〈
貸
与
区
分
〉

◆
高
校
生　

月
額
２
万
円

◆
短
大
・
高
専　

月
額
２
万
５
千
円

◆
大
学
生
（
４
年
制
）
月
額
３
万
円

※
選
考
委
員
会
に
よ
り
奨
学
生
を
決
定

〈
募
集
期
間
〉
４
月
14
日
㈮
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉
学
校
教
育
課

食
品
表
示
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
！　
　

　　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
い
物
を
し
な
が
ら

食
品
表
示
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
定
期
的

に
報
告
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
人
数
〉
１
０
０
人

〈
モ
ニ
タ
ー
期
間
〉
５
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で

〈
応
募
資
格
〉
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上

の
方

〈
申
込
期
限
〉
３
月
31
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉
県
農
林
水
産
部
消
費
流

通
課
消
費
安
全
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
６
２
７

「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
エ
キ
ス
ト
ラ

参
加
者
＆
ス
タ
ッ
フ
募
集
！　
　
　

〈
撮
影
期
間
〉
５
月
上
旬
か
ら
下
旬
ま
で

〈
撮
影
場
所
〉
金
沢
市
内
・
能
登
半
島
一
帯

〈
応
募
資
格
〉
年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
（
未
成
年
者

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

〈
申
込
方
法
〉
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
交
通
費
・
出
演
料
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

〈
申
込
期
限
〉
３
月
17
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
17
」
ロ
ケ
支
援
委

員
会
エ
キ
ス
ト
ラ
事
務
局

☎
０
７
６
７

－

５
４

－

０
０
１
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
・
ラ
ブ
ロ　
　
　

ラ
ブ
ロ
恋
路
体
験
教
室
参
加
者
募
集
中

◆
イ
カ
の
一
夜
干
し
＆
豆
腐
作
り
体
験　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
10
人
）

〈
日
時
〉
３
月
26
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

〈
場
所
〉
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
体
験
料
〉
２
０
０
０
円

〈
服
装
〉
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、
タ
オ
ル

◆
イ
カ
シ
ュ
ー
マ
イ
作
り
体
験
教
室

（
先
着
10
人
）

〈
日
時
〉
３
月
26
日
㈰
午
後
２
時
〜

〈
場
所
〉
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
体
験
料
〉
１
０
０
０
円

〈
服
装
〉
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、
タ
オ
ル

〈
参
加
申
込
〉
そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ラ
ブ
ロ
恋
路　

☎
72

－

１
２
３
４

能
登
町
役
場
☎
62

－

１
０
０
０
（
代
）

能
都
庁
舎

能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
62

－

８
５
０
０

総
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
１
０

企
画
財
政
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
３

監
理
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
４

税
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
５

環
境
対
策
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
７

水
産
・
都
市
整
備
室
☎
62

－

８
５
０
８

会
計
課　
　
　
　
　 

☎
62

－

８
５
０
９

柳
田
庁
舎
（
休
日
は
☎
76

－

８
３
０
０
）

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

広
報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　
　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　
　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
の　
　
　
　
　
　
　

お
知
り
合
い
は
い
ま
せ
ん
か
？　
　

 

　　

親
族
、
知
人
な
ど
で
医
師
・
看
護
師
を

ご
存
じ
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
医
療
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
広
く
情
報

提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
奥
能
登
の

医
療
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
〉

◆
能
登
町
出
身
（
奥
能
登
出
身
で
も
可
）

◆
医
師
免
許
、
看
護
師
免
許
保
持
者
（
現

　

在
働
い
て
い
な
く
て
も
可
）

◆
年
齢
制
限
な
し

◆
該
当
医
師
、
看
護
師
の
宇
出
津
病
院
で

　

の
働
く
意
志
の
有
無
は
不
要

※
あ
く
ま
で
も
情
報
収
集
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

☎
62

－

１
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
学
卒
者
就
職 

・ 

U 

・ 

I
タ
ー
ン 

雇
用
奨
励
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

対
象
に
な
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
〉
町
内
に
転
入
ま
た
は
学
校
を
卒

業
し
、
引
き
続
き
３
年
働
い
て
い
る
就
業

者
の
方
は
３
年
経
過
後
、
１
年
以

内
に
申
請
で
き
ま
す
。

〈
奨
励
金
額
〉
10 

万
円

〈
申
請
期
限
〉
３
月
31
日
㈮　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
問
い
合
わ
せ
〉
商
工
観
光
課

不
妊
治
療
費
助
成
金
の
申
請
期
限
は

も
う
す
ぐ
で
す　
　
　
　
　
　
　
　

　　

平
成
17
年
度
中
に
助
成
に
該
当
す
る
不

妊
治
療
を
行
っ
た
方
は
、
３
月
31
日
ま
で

に
、
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
能
登
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

☎
０
７
６
８

－

22

－

２
０
１
１

有
線
テ
レ
ビ
加
入
者
の
方
へ　
　
　
　

　

有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
の
納
付
に
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
座

振
替
に
は
、
４
月
に
１
年
分
を
納
め
る
全

期
前
納
と
月
ご
と
に
支
払
う
月
払
い
納
付

の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
に
お
い
て
、
備
え
付
け
の｢

口
座
振

替
納
付
依
頼
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
し
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お  

知  

ら  

せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
広
報
情
報
推
進
課

  

講    

座
・
講    

習

教
育
一
本
勝
負
講
演
会
！　
　
　
　

　

実
体
験
に
基
づ
い
た
内
容
が
評
判
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

〈
講
師
〉
丹
羽
俊
夫 

（
金
城
大
学
短
大
部
教
授
）

〈
日
時
〉
３
月
６
日
㈪
午
後
６
時
〜

〈
場
所
〉
柳
田
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

〈
問
い
合
わ
せ
〉
生
涯
学
習
課　

悪
質
商
法
は
こ
う
し
て
防
げ
！　
　
　

　　

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
問
題
や
多
様
化
す
る

悪
質
商
法
の
手
口
な
ど
、
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

〈
日
時
〉
３
月
11
日
㈯
午
後
１
時
〜

〈
場
所
〉
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

※
受
講
料
は
無
料
で
す

〈日時〉３月４日㈯午前 10時～午後４時　    　　 　　　　　　   
　　　　　  ５日㈰午前 9時 30 分～午後３時
〈場所〉能都町漁協横特設会場
〈内容〉屋台村、ステージイベント、お楽しみ抽選会　　　   
　　　  お菓子つかみ取りなど
　　  ※マグロ解体即売は５日、午前 11時から

〈問い合わせ〉　しかたの風㏌のと実行委員会（商工観光課内）



法
律
相
談　
　
　
　
　

〈
３
月
の
相
談
日
〉
２
日
、
９
日
、
16
日
、

23
日
、
30
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉穴
水
駅
前「
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
穴
水
」

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内　

５
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉
金
沢
弁
護
士
会

　
　
　

☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２

心
配
ご
と
相
談
（
３
月
）　　
　
　

  

　

日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と

に
相
談
員
が
親
身
に
お
応
え
し
ま
す
。

〈
能
都
庁
舎
〉

　

９
日
㈭
、
17
日
㈮  

午
前
９
時
〜
12
時

〈
笹
ゆ
り
荘
〉

　

14
日
㈫
、
28
日
㈫  

午
前
９
時
〜
12
時

〈
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

　

10
日
㈮  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
小
木
支
所
〉

　

20
日
㈪  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

２
３
２
２

国
税
専
門
官
採
用
試
験　
　
　
　

　

来
年
４
月
採
用
の
国
税
専
門
官
を
募
集

し
ま
す
。

〈
受
験
資
格
〉
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
60
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒

業
、
も
し
く
は
19
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

〈
試
験
日
〉
第
１
次
試
験
６
月
11
日
㈰

〈
申
込
書
請
求
先
〉

　

金
沢
国
税
局
、
最
寄
り
の
税
務
署

〈
申
込
受
付
〉
4
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉
輪
島
税
務
署
総
務
課

☎
０
７
６
８

－

22

－

２
２
４
２

  

相　

談

女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
室　
　
　

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）、
家
庭
教
育
、
夫
婦
の
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
勇
気
を
持
っ
て
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
と
〉

☎
72

－

８
７
４
０

（
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
県
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
３
７
８
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◆
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

（
第
８
・
９
・
13
・
14
・
15
・
17
・
19
・
24

投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で
）

◆
有
権
者
に
つ
い
て

　

昭
和
61
年
３
月
20
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
17
年
12
月
１
日
ま
で
に
能
登

町
に
住
民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
能
登
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

が
有
権
者
で
す
。

　

平
成
18
年
２
月
21
日
以
降
に
能
登
町
内

で
転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
、
転
居
前
の

住
所
の
投
票
所
で
投
票
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◆
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
登
録
と

現
住
所
が
異
な
っ
て
い
る
方
は
、
入
場
券

が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日
選
挙
権
が
あ
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆期日前投票所の場所と日時
期　間 場　所 時　間

３月３日㈮～
　３月 18 日㈯

能都庁舎　2階 202 会議室 午前 8時 30 分～午後 8時
柳田庁舎　1階事務室

午前 10 時～午後 7時
内浦庁舎　1階ロビー

3月 16 日㈭～
　3月 18 日㈯

鵜川支所　図書室
小木支所　ロビー

平
成
18
年
１
月
17
日
執
行

能
登
町
内
浦
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　

総
代
選
挙
結
果

　

能
登
町
内
浦
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

は
１
月
11
日
に
立
候
補
届
出
が
締
め
切
ら

れ
、
届
出
が
選
挙
す
べ
き
定
数
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
、
次
の
人
が
無
投
票
に
よ
り

当
選
と
決
定
し
ま
し
た
。

河
元　

禎
（
松
波
）　

政
谷
徳
治
（
松
波
）

藏
前
好
雄
（
松
波
）　

棚
田
平
作
（
松
波
）

中　

鎮
夫
（
越
坂
）　

井
高
吉
孝
（
上
）

小
林　

洋
（
上
）　　

中
橋　

勉
（
上
）

田
中
文
夫
（
上
）　　

冨
賀
賢
一
（
上
）

向　

勇
雄
（
滝
之
坊
）　

元
谷
幸
雄
（
布
浦
）

干
場
雄
二
（
布
浦
）　

平
田
静
雄
（
布
浦
）

西
中　

弘
（
布
浦
）　

垣
内
精
治
（
行
延
）

新
谷
政
男
（
九
里
川
尻

）　

壁
下
安
忠
（
九
里
川
尻

）

中
濱　

正
（
四
方
山
）　

坂
谷　

功
（
宮
犬
）

山
中
正
巳
（
宮
犬
）　

山
本
幸
治
（
宮
犬
）

背
戸
武
司
（
宮
犬
）　

松
本
光
雄
（
恋
路
）

瀬
爪
康
夫
（
秋
吉
）　

西
口
清
一
（
秋
吉
）

谷
口
辰
夫
（
清
真
）　

東　

久
男
（
清
真
）

大
坪
幸
一
（
立
壁
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
１
０

　

内
浦
土
地
改
良
区
事
務
局

　
（
内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
内
）

☎
72

－

２
５
０
０

〜
か
が
や
け
る   

未
来
へ
の
か
け
橋   

こ
の
一
票
〜

３
月
19
日
㈰
は

石
川
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
区

投　

票　

所

投
票
所

閉
鎖
時
刻

第
1

能
都
社
会
福
祉
会
館

（
役
場
能
都
庁
舎
）

午
後
７
時

第
2

宇
出
津
小
学
校

午
後
７
時

第
3

ひ
ば
り
保
育
所

午
後
７
時

第
4

三
波
公
民
館

午
後
７
時

第
5

矢
波
集
会
所

午
後
７
時

第
6

神
野
公
民
館

午
後
７
時

第
7

鵜
川
公
民
館

午
後
７
時

第
8

瑞
穂
公
民
館

午
後
６
時

第
9

宮
地
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
６
時

第
10

柳
田
体
育
館

午
後
７
時

第
11

小
間
生
公
民
館

午
後
７
時

第
12

上
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

第
13

岩
井
戸
公
民
館

午
後
６
時

第
14
※

当
目
地
区
研
修
集
会
セ
ン
タ
ー

午
後
６
時

第
15

上
町
公
民
館
斉
和
分
館

午
後
６
時

第
16

内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

第
17

上
区
集
会
場

午
後
６
時

第
18

不
動
寺
公
民
館

午
後
７
時

第
19

秋
吉
公
民
館

午
後
６
時

第
20

白
丸
保
育
所

午
後
７
時

第
21

能
登
勤
労
者
プ
ラ
ザ

午
後
７
時

第
22

小
木
活
性
化
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

第
23

高
倉
保
育
所

午
後
７
時

第
24

小
浦
集
会
所

午
後
６
時

※第 14投票区は前回まで岩井戸公民館当目分館でしたが、諸事情により変更となりました。

　体験農園のオーナーを募集します。地元農家のみなさんの応援を受けながら、
初心者でも気軽に野菜作りができますよ。申込者には ｢なごみ ｣｢ ラブロ恋路 ｣
の入浴券をプレゼントします！
　◆七見台潮騒体験農園（なごみ 横）　　　　◆恋路ふれあい農園（ラブロ恋路 横）
　　〈利用料〉年 5,000 円（１区画 50 ㎡）　   　〈利用料〉年 15,000 円（１区画 40 ㎡）
　　　　　　  年 8,000 円（１区画 80 ㎡）　　              　   ※苗代、肥料代など含む
　　〈申込・問い合わせ〉農林課　　　　　 　 〈申込・問い合わせ〉ラブロ恋路

　　　　

卜部　文平さん（鹿島郡中能登町）
　毎年参加していたサツマイモ掘り。残念ながら昨
年は参加できませんでした。「また鍋とおにぎりが
食べられるなぁ」なんていう楽しみもあって自分た
ちのストレス解消と、子どもにとっても農園での土
いじりや自然に触れること、野菜の収穫というめっ
たにない体験ができます。今年も恋路ふれあい農園
で家族と過ごす時間を満喫したいです。　

鵜川小学校ＰＴＡ
　昨年、児童たちと一緒に老人会さんの指導を
受け七見潮騒体験農園２区画を耕作しました。
児童は、農園の土壌や気候調査なども行い、農
業の大変さや大切さを学んだことだと思います。
秋には収穫した野菜で鍋をして地域の方に振る
舞い喜んでいただきました。今年も農園を借り
て、さまざまな体験をしてもらいたいです。



万
一
に
備
え

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

　　

２
０
０
６
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
付
が
３
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
傷
害
事
故
な
ど
を
補

償
す
る
も
の
で
す
。
掛
金
は
1
人

年
額
５
０
０
円
〜
で
、
補
償
は
死

亡
、
後
遺
障
害
、
入
・
通
院
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
補
償
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
と
な
る
事
故
〉

　

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故

　

往
復
途
上
の
事
故

〈
保
険
期
間
〉

　

２
０
０
６
年
４
月
１
日
か
ら

　

２
０
０
７
年
３
月
31
日
ま
で

（
４
月
１
日
以
降
の
申
込
み
は
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
翌
日
か
ら
有
効
）

〈
申
込
期
間
〉

　

２
０
０
６
年
３
月
１
日
か
ら

２
０
０
７
年
２
月
28
日
ま
で
随
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
石
川
県
支
部

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
８
５
１

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で

第
1
回
能
登
町

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

〈
日
時
〉
3
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
よ
り

〈
場
所
〉
柳
田
体
育
館
、

　

柳
田
小
学
校
、
柳
田
中
学
校

〈
申
込
締
切
〉
3
月
15
日
㈬

〈
組
合
せ
抽
選
〉
3
月
22
日
㈬

午
後
７
時
よ
り
柳
田
体
育
館
に
て

〈
参
加
料
〉
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
参
加
賞
代
、
保
険
料
）

※
1
部
・
2
部
制
で
、
ネ
ッ
ト
の

高
さ
が
違
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
〉

能
都
、
柳
田
、
内
浦
各
体
育
館

ま
た
は
建
設
課
綱
屋
（
☎
76

－

８
３
０
４
）
ま
で
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Le
t's
 En
joy
 Sp
or
ts

PLAY
スポーツ

＆
結果

春
の
全
国
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

（
１
月
29
日
）

優
勝　

小
木
小
学
校
（
３
連
覇
）

　

※
北
信
越
大
会
出
場
権
獲
得

全
能
登
中
学
校
交
歓
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
田
鶴
浜
大
会

（
１
月
28
・
29
日
）

〈
女
子
の
部
〉

優
勝　

小
木
中
学
校
（
３
連
覇
）

　
　
　
　
　
　
　

在
発
売
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
テ
レ

　
　
　
　

ビ
に
は
、
そ
の
ま
ま

　
　
　
　

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
見
ら
れ
る
テ
レ
ビ
と
見
ら

れ
な
い
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
ん
な
テ
レ
ビ
を

買
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
魅
力
の

す
べ
て
を
大
迫
力
で
楽
し
み
た

い
！

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

　

①
低
価
格
な
ブ
ラ
ウ
ン
管
型

　

②
薄
型
大
画
面
の
液
晶
型
・

　
　

プ
ラ
ズ
マ
型
な
ど

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

は
高
画
質
・
双
方
向
な
ど
す
べ

て
の
機
能
が
楽
し
め
ま
す
。

現

と
に
か
く
手
軽
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
を
楽
し
み
た
い
！

従
来
の
テ
レ
ビ
＋

　

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
Ｄ
３
／
Ｄ
４
端

子
付
テ
レ
ビ
の
場
合
は
、
す
べ

て
の
機
能
が
楽
し
め
ま
す
。

も
う
し
ば
ら
く
は
ア
ナ
ロ
グ
放

送
を
楽
し
も
う
か
な
。

　

２
０
１
１
年
ま
で
に
は
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す

か
対
応
テ
レ
ビ
の
購
入
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
　
　

線
テ
レ
ビ
で
は
、
受
信

　
　
　

し
た
電
波
を
そ
の
ま
ま

伝
送
す
る
「
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
」

で
送
信
す
る
の
で
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
ま
た
は
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
回
は
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

編

失
敗
し
な
い
テ
レ
ビ
の
選
び
方

失
敗
し
な
い
テ
レ
ビ
の
選
び
方

地デジでどうなる
有線テレビ②
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 5連載 能 登 総 合 計 画 策 定 中町

有

審議会委員紹介④

久保田勝夫さん
（公募）
　国からいかに予算を獲得する
かという「地方力比べ」の時代
から、地域おこしのアイデアを
競う「地方知恵比べ」の時代に

変えていかねばなりません。付加価値の高い農産物
の栽培とブランド化により高収益をめざすことが必
要です。
　町民一人ひとりの声が少しでも計画に反映される
よう、審議会で真剣に議論させていただきます。

紅屋國男さん
（能登町観光協会）
　官民が共に危機感を持つ
ことが大切だと思います。
私たち観光協会も、３協会
が合併し各地区のイベント

に参加して切磋琢磨しています。
　「未来を語る会」で町民の方々から頂いた提
言には、直ちに着手すべきことや中長期的な構
想などがありました。身の引き締まる思いで、
計画審議しております。

2月16日から始まった町県民税の申告と所得税の確定申告はもうお済みですか？期限間近になると受付会場はとても混雑しますので、早めの申告
をお勧めします。
　3 月 1 日からは、内浦庁舎、柳田庁舎でも申告受付を行います。また、3
月 5日と 12日の日曜日は能都庁舎で申告を受付けますのでご利用ください。
　国税庁のホームページには、「確定申告書等作成コーナー」があり、税額
を自動計算してくれるなど簡単に申告書が作成できます。インターネットを
利用できる方は、ぜひご活用ください。

　〈申告受付時間〉午前 9時～午後 4時

～ 3月 15 日㈬まで！～

2 月 2 日に能都庁舎で行われた合同の優勝報告会

町の花「のときりしま」
　　　　　　　町内随所に見られ、町民の愛着と浸透
　　　　　　は深く、愛好家も多いというところから
　　　　　　決めたものです。また応募数も上位を占
　　　　　　めていたことも決定の要因になりました。

町の木「もちの木」
　　　　　　　縁起のよい木として、各家庭によく植
　　　　　　栽されています。町民が生命豊かに、元
　　　　　　気で明るい未来となるよう願いを込めま
　　　　　　した。

町の鳥「ヤマセミ」
　　　　　　　生息する場所が旧三町村に繋がった地
　　　　　　域に生息しています。また希少価値が高
　　　　　　く、豊かな自然環境の象徴として新町の
　　　　　　イメージにふさわしい鳥です。

町の魚「鰤（ブリ）」
　　　　　　　成長につれて、呼び名が変わる出世魚
　　　　　　と呼ばれ、能登の代表魚として風格があ
　　　　　　ります。新しい町が力強く発展（出世）　
　　　　　　するよう期待を込めて決められました。

　2 月 17 日に開催された町のシンボル選考委員会（会長　梶原征一郎）において次のとおり決定し、合併記念日
の 3月 1日に制定されました。

ご応募ありがとうございました。

◆当選者の発表　厳正な抽選の結果、各部門で次の方々が当選しました。
　【町の花】小浦比佐子さん（崎山）、瀧田俊雄さん（宇出津）、鈴ヶ嶺陽子さん（崎山）、新出よし子さん（十郎原）、大路清子さん（柳田）
　【町の木】辻口優喜子さん（矢波）、谷辺礼子さん（藤波）、井下悦子さん（天坂）、炭谷　空さん（鵜川）、小島夕紀恵さん（宇出津）
　【町の鳥】小浦京子さん（崎山）、瀬戸友理子さん（石井）、下　長松さん（宇出津）、坂尻典子さん（小間生）、東　絹子さん（藤波）
　【町の魚】山瀬俊夫さん（宇出津）、石上吉次さん（宇出津）、小路喜代美さん（宇出津）、百々　登さん（兵庫県）、道下良一さん（上町）

※当選した各部門の 5人の方には、商品券が進呈されます（後日直接連絡があります）。

このマークがあれば
地デジはＯＫ！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安 心 安 全 ま ち づ く り

22

　

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
４
月
分
か
ら
月
額

１
万
３
８
６
０
円
で
す
！
（
平
成

29
年
ま
で
毎
年
２
８
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
）

①
国
民
年
金
保
険
料
の
１
年
分
を

一
括
し
て
前
納
す
る
と

・
現
金
払
い
で
は
２
９
５
０
円

・
口
座
振
替
で
は
３
４
９
０
円

割
引
さ
れ
ま
す
。

※
６
カ
月
の
前
納
も
口
座
振
替
が

　

お
得
で
す
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
３
月

　

中
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
事

23

　

前
登
録
が
必
要
で
す
。
希
望
さ

　

れ
る
方
は
早
め
に
手
続
き
を
し

　

ま
し
ょ
う
。（
今
年
の
振
替
日

　

は
５
月
１
日
で
す
）

②
毎
月
納
付
で
も
、
口
座
振
替
の

早
割
（
当
月
分
を
当
月
末
引
落
と

し
）
を
選
ぶ
と

・
月
額
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

※
早
割
制
度
を
申
し
込
む
と
、
翌

　

月
末
の
初
回
の
口
座
振
替
に
て

　

２
カ
月
分
の
保
険
料
（
従
前
の

　

保
険
料
と
50
円
割
引
さ
れ
た
保

　

険
料
）
が
引
落
と
し
と
な
り
、

　

そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が
50

　

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

年
金
相
談

〈
日
時
〉
３
月
10
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
場
所
〉
能
都
町
商
工
会

〈
持
ち
物
〉

　

年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど

「青色防犯パトロール」とは、地域安全運動を目的と
して自主防犯パトロールを行う団体が、青色の回

転灯を点灯しパトロールを行う活動です。

■申請できる団体
１，県または市町
２，警察署長、市町長から防犯活動の委嘱を受けた方により構成
　　される団体
３，実績・計画に照らし、継続的な自主防犯パトロール実施が認
　　められる団体
４，青色防犯パトロール講習を受講しているなど、防犯パトロール中に予想される事案に対し、適切に
　　対応できると認められる団体

■青色防犯パトロールの方法
１，青色回転灯は、自動車の屋根に１個または１体のみ装備することとし、マグネットなどによる着脱
　　式も適応します。
２，原則として、自主防犯パトロール時以外では回転灯を点灯させることはできません。
３，車体に、団体の名称および自主防犯パトロール中であることがわかるように表示しなければなりま
　　せん。
　
　詳しい手続きなどは、能登警察署までお問い合わせください！

　　　　　　青色防犯パトロールはじめてみませんか？

　

平
成
18
年
春
季
火
災
予
防
運
動

が
3
月
20
日
〜
26
日
に
か
け
て
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
兵
庫

県
姫
路
市
の
住
宅
火
災
で
5
人
の

子
ど
も
が
亡
く
な
っ
た
り
、
長
崎

県
大
村
市
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火

災
で
7
人
の
高
齢
者
が
亡
く
な
る

な
ど
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
犠
牲

に
な
る
火
災
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
火
災
の

予
防
を
心
掛
け
、
火
災
に
よ
る
死

傷
事
故
や
大
切
な
財
産
の
損
失
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

 

こ
の
運
動
は
次
の
５
つ
を
重
点

目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

平
成
18
年
6
月
か
ら
個
人
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
機
な
ど
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
高
齢
者
な
ど
が
入
居
す
る

防
火
対
象
物
の
防
火
安
全
対
策
の

推
進

　

入
居
者
の
実
情
に
応
じ
た
防
火

安
全
指
導
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

　

平
成
９
年
以
来
８
年
連
続
で
放

火
火
災
が
出
火
原
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

④
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑤
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

　

た
き
火
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

必
ず
消
火
の
準
備
を
し
て
、
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
相
談
員
〉
七
尾
社
会
保
険
事
務

　

所
年
金
専
門
員

こ
ん
な
方
は
届
出
が
必
要
！

・
学
生
の
方
が
就
職
し
た
場
合

・
勤
務
先
の
変
更
や
退
職
し
た
と

　

き
・
結
婚
し
て
夫
の
扶
養
に
な
っ
た

　

と
き

・
夫
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

※
印
鑑
、
健
康
保
険
証
（
加
入
証

　

明
書
や
喪
失
証
明
書
）
を
持
参

　

の
上
、
役
場
窓
口
ま
で
届
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。　

〈
問
い
合
わ
せ
〉

○
町
民
課
年
金
係☎

72

－

２
５
０
１

○
能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

☎
62
ー
８
５
０
０

○
柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

☎
76
ー
８
３
０
０

保険料の納付は便利で
お得な口座振替で！

平成 18年 1月 16 日～ 2月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【下水道課：2件】 町道柿生 11 号線道路災害復旧工事 柿生 780,000 ㈲釣谷組

小浦地区漁業集落環境整備事業路面本復旧
工事 羽根・小浦 31,000,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 町道当目 1号線道路改良工事 当目 6,800,000 ㈲向峠重機

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道舗
装本復旧工事その 5（柳倉・間島地内） 藤波 12,500,000 丸建道路㈱ 町道当目 1号線道路改良工事（舗装工） 当目 3,000,000 ㈱ｿﾃｯｸ

【建設課：16 件】 【水道課：1件】

町道２級小木２号線道路災害復旧工事 小木 7,000,000 興信工業㈱ 公共下水道事業に伴う配水管布設工事その5 小木 3,760,000 ㈲新村商会

町道 2級当目 1号線道路災害復旧工事 当目 1,450,000 ㈲向峠重機 【水産・都市整備室：2件】

町道北河内 5号線道路災害復旧工事 北河内 2,750,000 細畑建設 まちづくり交付金事業宇出津 14 号線舗装
工事 宇出津 3,100,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

普通河川久田川河川災害復旧工事 久田 2,220,000 ㈲山本組 まちづくり交付金事業宇出津 93・95 号線
舗装工事 宇出津 6,000,000 丸建道路㈱

普通河川西谷川河川災害復旧工事 十郎原 1,880,000 ㈲向峠重機 【農林課：3件】

普通河川寺分川河川災害復旧工事 神和住 3,300,000 ㈲共栄建設 柳田地区五十里農道舗装工事 五十里 6,350,000 島屋建設㈱

普通河川滝波川河川災害復旧工事 松波 6,180,000 ㈲和光建設 山根地区農道舗装工事 天坂 1,500,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

普通河川寺分川河川災害復旧工事 中斉 3,450,000 ㈲共栄建設 内浦地区畑地かんがい施設整備工事 不動寺 2,600,000 ㈱西中建設

普通河川日詰脇川河川災害復旧工事 柳田 3,300,000 ㈲干場重機建設 【宇出津病院：1件】

普通河川田代川河川災害復旧工事 大箱 7,170,000 寺西建設㈱ 宇出津病院医療サービス推進室設置工事 病院 2,600,000 ㈲ﾋｻﾀﾞ工務店

普通河川西谷川河川災害復旧工事 十郎原 1,770,000 ㈲総合建設

普通河川波並川河川災害復旧工事 波並 960,000 ㈲釣谷組

町道真脇 12 号線道路災害復旧工事 真脇 1,810,000 ㈲木村建設 ※入札結果の件名は一部省略してあります

　1 月 30 日に石川県庁特
別会議室において、石川県
統計功労者表彰式が行わ
れ、川畑一政さん（曽又）
と新谷英夫さん（柳田）が
表彰を受けました。
　国勢調査や農林業センサ
ス、工業統計調査などの統
計に関して、調査員として
の功績が認められ、川畑さ
んが石川県知事表彰、新谷
さんが石川県統計協会長表
彰を受賞しました。

統計調査員として
川畑一政さん（右）と
新谷英夫さん（左）が
表彰を受けました



３～４カ月児健診・BCG予防接種
〈日　時〉　3 月 16 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎
〈対象児〉　平成 17 年 11 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　バスタオル、ＢＣＧ予診票、おむつなど

６～７カ月児健診・離乳食教室
〈日　時〉　3 月 2 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　柳田山村開発センター
〈対象児〉　平成 17 年 8月～ 10 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　大人用エプロン、離乳食用スプーン、
　　　　　バスタオル、おむつなど

１歳６カ月児健診・3歳児健診（柳田地区）
〈日　時〉　3 月 9 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　柳田山村開発センター
〈対象児〉　平成 16 年 6月～ 8月生まれ
　　　　　平成 14 年 9月～ 12 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票

3 歳児健診（内浦地区）
〈日　時〉　3 月 17 日㈮ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　まつなみキッズセンター
〈対象児〉　平成 14 年 9月～ 12 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票①②、
　　　　　採尿容器

3 歳児健診（能都地区）
〈日　時〉　3 月 23 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎 4階ホール
〈対象児〉　平成 14 年 9月～ 12 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票①②、
　　　　　採尿容器

○「子ども予防接種週間」のお知らせ
　保護者をはじめとした地域住民の予防接種に対す
る関心を高めるため、通常の診療時間予防接種が受
けにくい方々に対して、予防接種を行うとともに、
いろいろな予防接種の相談に応じ、接種機会の拡大
や予防接種率の向上を図ります。
　特に麻しん、風しんの予防接種率の向上を目指し
ます。

〈実施日〉
３月４日㈯午前 10 時～ 12 時　※予約が必要です。
詳しくは小児科外来へお問い合わせください。

■小児科専門外来　
　〈循 環 器〉 7 日㈫ 14:00 ～ 16:00　
　〈小児神経〉 28 日㈫ 14:00 ～ 16:00

フッ化物塗布
〈日時・場所〉　① 3月 7日㈫柳田山村開発センター
　　　　　　　② 3月 8日㈬まつなみキッズセンター
　　　　　　　③ 3月 15 日㈬能都庁舎
　①～③のうち、ご都合のよい会場を選んでご来場く
　ださい。受付時間は全て 13:00 ～ 13:30 です。
〈対　象〉平成 14 年７月～９月生まれ
　　　　　平成 15 年１月～３月生まれ、７月～９月生まれ
　　　　　平成 16 年７月～９月生まれ、１月～３月生まれ
　　　　　平成 17 年１月～３月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、受診券、おたずね票、タオル

健康福祉課
☎ 72-2503

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）
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新
刊

案
内

中
央
図
書
館
（
宇
出
津
公
民
館
内
）
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【
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
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１
５
０
３

３
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

    

支
援
ル
ー
ム
・
お
は
な
し
会

12
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

　

ひ
ま
わ
り
劇
場　

小
学
生
以
上

　
（
七
尾
児
童
館
）

14
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム
・
身
体
測
定

17
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム
・
お
は
な
し
会

25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

　

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
（
小
学
生
以
上
）

【
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
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－

０
２
６
９

１
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜

　

ひ
な
ま
つ
り
ミ
ニ
お
茶
会

４
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

15
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
た
い
む

18
日
㈯
午
前
10
時
〜

　

こ
ど
も
生
け
花
教
室
（
池
坊
華
道
会
）

18
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

22
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
く
ら
ぶ

☆
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
児
育
て
教
室
（
健
康
福
祉

課
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
今
月
の
お
す
す
め
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

●
「
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
」　　
　
　

東
野
圭
吾

●
「
幼
い
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
！
」

岡
本
拡
子
・
桐
生
正
幸

●
「
ぜ
っ
た
い
に
つ
い
て
い
か
な
い
よ
！
」 

真
嶋
﨑
政
男
・
す
み
も
と
な
な
み 

絵

　

　

3
月
の
新
刊

・
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
（
上
・
下
）　

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

・
ふ
た
た
び
の
生　
　
　
　
　
　
　

柳
澤 

桂
子

・
輝
く
い
の
ち
を
抱
き
し
め
て　
　
高
橋 

幸
男

・
海
が
日
本
の
将
来
を
決
め
る　
　
村
田 
良
平

・
一
生
懸
命
っ
て
素
敵
な
こ
と　
　
　

林 
文
子

・
直
感
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
本 
陽

・
儲
か
る
‼
集
客
革
命　
　
　
　
　

吉
田 

正
幸

・
21
世
紀
こ
ど
も
百
科
し
ご
と
館　
　

八
巻
孝
夫

・
子
ぎ
つ
ね
ヘ
レ
ン
が
の
こ
し
た
も
の    

竹
田
津 

実

■
親
子
で
学
ぶ
防
犯
絵
本

・
お
ば
け
の
ス
ー

・
犯
罪
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
！

　

子
ど
も
と
親
の
不
安
を
解
消
す
る
77
の
ヒ
ン
ト

・
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る 

狂
気
と
犯
罪
の
深
層
心
理

ほ
か
多
数

★
お
は
な
し
会　

　

3
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

　

3
月
15
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜

★
お
話
勉
強
会

　

3
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

★
お
話
学
習
会

 

3
月
15
日
㈬
午
後
７
時
30
分
〜

★
読
書
会　

 

3
月
15
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

★
開
館
時
間

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
月
末
（
図
書

　

整
理
日
）、
祝
日

※
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で

2006.3  № 13  25

いきいき健康講座受講者募集！
【テーマ】
　糖尿病にならないために・糖尿病と上手く付き
合うために糖尿病と糖尿病を予防する食事につい
て学びませんか？
【日　時】３月 10 日㈮
　　　　  10:00 ～ 13:30　受付 9:30 ～
【場　所】　能都庁舎　１階老人室
【対　象】　興味のある方ならどなたでも
【講　師】　金沢医科大学病院栄養部課長　
　　　　　　中川　明彦先生
【内　容】　講話と調理実習
【持ち物】　エプロン、三角巾
【申込期限】3 月 6 日㈪までに健康福祉課
　　　　　までお申し込みください。
　　　　　定員 30 人になり
　　　　　次第締め切ります。

　平成 18 年 4月 1日より、これまでの「更正医療」
「育成医療」「精神障害者通院医療費公費負担制度」
がひとつの制度になります。
　これまで、それぞれ負担の割合や計算の仕方が違
いましたが、一本化されて「自立支援医療」となり
ました。指定の医療機関で医療を受けた場合、どの
障害の人も医療費の 1割が原則として自己負担にな
ります。ただし、所得などに応じて負担の上限が決

められていて、負担が重くなりすぎないようになっ
ています。
　自立支援医療の受給を希望する方は、支給の申請
を行ってください。支給認定になれば、自立支援医
療受給者証を交付いたします。利用者は、受給者証
を指定医療機関に提示して、医療サービスを受ける
ことになります。

更正医療、育成医療、精神通院医療を受けている人の医療費が変わります

松
波
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
」
に
よ
る

お
は
な
し
会
の
模
様
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５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1
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特集番組！　

３
日
㈮
・
４
日
㈯

★
春
に
な
っ
た
ら
一
年
生
②

　

も
う
す
ぐ
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
・
保
育
園
の
年
長
組
さ
ん
に
、
カ
メ
ラ
の
前

で
一
年
生
に
な
っ
て
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
を
元
気
に

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
２
弾
は
、ひ
ば
り
保
育
所
、

松
波
保
育
園
、
高
倉
保
育
所
の
よ
い
子
た
ち
で
す
。

10
日
㈮
・
11
日
㈯

★
春
に
な
っ
た
ら
一
年
生
③

　

第
3
弾
は
、
小
木
保
育
園
、
上
町
保
育
所
、
神
野
保

育
所
、
瑞
穂
保
育
所
の
よ
い
子
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

17
日
㈮
・
18
日
㈯

★
春
に
な
っ
た
ら
一
年
生
④

　

第
4
弾
で
は
、
鵜
川
保
育
所
、
柳
田
保
育
所
、
白
丸

保
育
所
の
よ
い
子
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

6
日
㈪
・
7
日
㈫
・
13
日
㈪
・
14
日
㈫

■
「
能
登
」
の
「
奥
」
か
ら
考
え
る
「
み
ち
づ
く
り
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
①
②

　

2
月
4
日
に
空
港
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
み
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
会
場
か
ら
は
奥
能
登
各

地
か
ら
約
１
５
０
０
人
が
集
ま
り
、奥
能
登
の
「
み
ち
」

に
対
す
る
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
記
念
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
模
様
を
２
週

に
分
け
て
放
送
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
奥
能
登
の
「
み
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

■「能登」の「奥」から考える
　　　　「みちづくり」フォーラム①

きらきら・とくトク放送時間
・16:00 ～　・18:30 のほっとらいん終了後
・20:00 ～　・21:30 のほっとらいん終了後日

曜
リ
ク
エ
ス
ト
放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

★春になったら一年生②
～ひばり保育所・松波保育園・高倉保育所～

 ｅのとネットＴＶ   　3月の番組案内

■とくトクたいむ（提供番組）　　　　　★きらきらチャンネル（自主制作番組）　

町のホットな情報！

   のとほっとらいん
放
送
時
間

月～金 翌日
 　 初回 18:30 ～ 6:35 ～
 　 20:00 の番組後 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
・水、木は 18:30 から 22:00 まで 30 分おきに放送
・土曜日、祝祭日は前日分を再放送

月・火は 金・土は

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

          

本
籍        

住
所

    

氏
名　

             

年
齢  　

    

住
所 

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 23,333

10,990

12,343

8,165

（－ 52）

（－ 29）

（－ 23）

（－ 01）

こ せ き

の ま ど

1/16 ～ 2/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族の希望があったものを掲載しています

久
保
田
明あ
す
か

日
香　

竜
二
・
朱
美　

滋
賀
県

井
下
ひ
い
ろ　

達
郎
・
桂
子　
野
々
市
町

越
坂　

蓮れ
ん　

俊
輔
・
す
み
よ　

七　

見

礒
辺
晃こ
う
き輝　

吉
晃
・
真
由
美　

松　

波

辻
浦
友ゆ
き
の
希
乃　

芳
一
・
ひ
と
み　

国　

光

浅
井
龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介　

達
也
・
雪
代　

小
間
生

平　

陽は
る
み
ち道　

茂
之
・
美
由
記　

中　

斉

山
谷
啓け
い
と人　

聡
司
・
人
美　

矢　

波

岡
平
斗と

き希　

和
彦
・
由
紀　

柳　

田

坂
本
沙さ

な奈　

隆
明
・
広
子　

瑞　

穂

齊
藤　

凛り
ん　

考
裕
・
惠
美
子　

宇
出
津

谷
口
輝て
る
や弥　

弘
司
・
恵　
　

小　

木

木
引　

稔　
　

宇
出
津

山
本
義
子　
　

穴
水
町

谷
内
庄
一　
　

珠
洲
市

大
澗
恵
子　
　

小　

木

山
城
将
夫　
　

小　

木

瀧
崎
春
江　
　

瑞　

穂

西
多
憲
弘　
　

松　

波

宮
崎
裕
梨　
　

珠
洲
市

近
藤
祐
平　
　
名
古
屋
市

奥
野
千
世　
　

上　

町

打
田
貴
裕　
　

七
尾
市

山
松
紀
子　
　

布　

浦

山
本
宏
一　
　

宇
出
津

作
田
知
美　
　

小
松
市

志
賀
保
仁　
　

東
京
都

稲
井
郁
子　
　

新　

保

稲
井
浩
二　
　

新　

保

稲
井
祥
子　
　

新　

保

宮
崎
佳
宏　
　

小　

木

丸
山　

華　
　

兵
庫
県

宮
元
秀
允　
　

珠
洲
市

上
田
絵
里
奈　

時　

長

澤　

真
佐
宏　
中
能
登
町

萬
田
美
幸　
　

宇
出
津

奥
野
徳
和　
　

珠
洲
市

紅
屋
博
美　
　

宇
出
津

谷
口
誠
志　
　

柿　

生

定
塚
由
美　
　

富
山
県

（（（（（（（（（（（（（（

野
々
市
町

珠
洲
市

小　

木

松　

波

名
古
屋
市

金
沢
市

小
松
市

東
京
都

新　

保

小　

木

珠
洲
市

中
能
登
町

珠
洲
市

柿　

生

2006.3  № 13  27

平成 18年 2月 1日現在

起舟の取材で鱈（タラ）の刺身や鱈鍋など
の鱈料理をヨバレました。ブリと並び能登を
代表する冬の味覚「寒鱈」。数時間前まで生
きていた新鮮な鱈の味は最高でした（ありが
とうございました）。新鮮な旬の魚を食べる
たびに「能登に生まれてよかった」「能登に
住んでいてよかった」といつも感じます。ち
なみに「たらふく（食べる）」や「でたらめ」
などの言葉は鱈腹、出鱈目と書くそうですが、
鱈が語源となったのか単なる当て字なのか。
方言の「ダラ」も鱈が語源でしょうか？

（（
福
田
陽
三　
　

松　

波

　

木
奈
央　
　

珠
洲
市

角　

義
明　
　

小　

木

上
野
麻
衣
子　
　

姫

松　

波

小　

木

堤　

賢
悟　
　
　

76
歳　
　

鴨　

川

三
宅
幸
治
郎　
　

78
歳　
　

宇
出
津

濱
野
ま
つ
い　
　

95
歳　
　

松　

波

高
田　

勇　
　
　

85
歳　
　

宇
出
津

上
野
ツ
ヨ
子　
　

77
歳　
　

越　

坂

辻
口　

弘　
　
　

72
歳　
　

波　

並

一
牧
田
寅
一　
　

79
歳　
　

柳　

田

相
木　

君　
　
　

89
歳　
　

宇
出
津

眞
島
昭
一　
　
　

77
歳　
　

宇
出
津

瓜
谷
久
治　
　
　

79
歳　
　

宇
出
津

四
辻
貞
雄　
　
　

89
歳　
　

笹　

川

櫻
井
元
次　
　
　

51
歳　
　

藤　

波

進
出
よ
し　
　
　

88
歳　
　

布　

浦

東
濱
政
子　
　
　

63
歳　
　
　

姫

波
瀬
昭
夫　
　
　

59
歳　
　

越　

坂

彌
録
う
め
の　
　

83
歳　
　

鈴
ヶ
嶺

石
坪
キ
リ　
　
　

84
歳　
　

中　

斉

新
谷
勝
次　
　
　

93
歳　
　

宇
出
津

谷
口
乙
吉　
　
　

77
歳　
　

小　

木

松
田
華
代
子　
　

57
歳　
　

鶴　

町

安
宅
憲
二　
　
　

72
歳　
　

宇
出
津

奥
成
幸
子　
　
　

63
歳　
　

小　

木

吉
田
ヨ
シ
子　
　

92
歳　
　

柳　

田

南　

藤
一　
　
　

81
歳　
　

小　

木

新
出
菊
松　
　
　

74
歳　
　

宇
出
津

奥
成　

勝　
　
　

64
歳　
　

小　

木

中
屋
金
松　
　
　

90
歳　
　

石　

井

恒
田
善
七　
　
　

86
歳　
　

小
間
生

水
瀧
つ
や　
　
　

84
歳　
　
　

上

棚
田
ヤ
ギ　
　
　

94
歳　
　

松　

波

松
本
與
雄　
　
　

73
歳　
　

宇
出
津

水
口
ソ
ギ　
　
　

90
歳　
　

国　

光

釣
谷
定
吉　
　
　

79
歳　
　

鵜　

川

河
村
英
子　
　
　

60
歳　
　

鵜　

川

脇　

本
次　
　
　

88
歳　
　

中　

斉

橋
本
幸
久　
　
　

62
歳　
　

布　

浦

山
尻
藤
作　
　
　

69
歳　
　

宇
出
津

花
田　

榮　
　
　

90
歳　
　

鵜　

川

紺
谷
恭
子　
　
　

49
歳　
　

大　

箱

飛
家
久
夫
さ
ん
（
秋　

吉
）
10
万
円

又
多
き
よ
み
さ
ん
（
布　

浦
）
5
万
円

前
田
孝
夫
さ
ん
（
柳　

田
）
10
万
円

平　

昇
市
さ
ん
（
合　

鹿
）
10
万
円

滝
元
徳
松
さ
ん
（
中　

斉
）
10
万
円

浦　

清
一
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

井
谷
松
雄
さ
ん
（
小　

浦
）
10
万
円

南　

健
一
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

新
出
喜
久
路
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

加
門
千
貞
さ
ん
（
宇
出
津
）
5
万
円

中
屋
真
仁
さ
ん
（
石　

井
）
10
万
円

棚
田
由
雄
さ
ん
（
松　

波
）
5
万
円

又
多
精
一
さ
ん
（
松　

波
）
3
万
円

高
田
辰
栄
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

脇　

裕
志
さ
ん
（
中　

斉
）
10
万
円

高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌

（
法
草
寺
・
長
福
寺
・
本
両
寺
・
平
等
寺
）　

代
表  

広
沢
孝
俊
さ
ん　
　
　

5
万
円

匿
名
の
方　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
漁
業
卒
業
生
一
同
２
９
１
８
円

以
上
、「
ア
ジ
ア
」
救
援
金
と
し
て

鰀
目
貴
之
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

以
上
、
能
登
町
へ

■「能登」の「奥」から考える
　　　　「みちづくり」フォーラム②

■ニッポンNavi
　～改正高年齢者雇用安定法～

★春になったら一年生③
～小木保育園・上町保育所・神野保育所
　瑞穂保育所～

★春になったら一年生④
～鵜川保育所・柳田保育所・白丸保育所～

★第 1回能登町議会定例会

★第 1回能登町議会定例会
　3月 9日㈭～ 24日㈮にかけて行われる 3月定例会の模様をお送りします
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